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TheodorVasilescu氏ｉｎＪＡＰＡＮｇ７

テオドル氏は今回もいろいろとすばらしい踊りを紹介して下さいました｡例によって､メモ集をまとめまし

たのでDurchanという形で公表します｡皆さんのお役に立てれば幸いです。

もともとテオドル氏の大学教授のような雰囲気が結構好きなのですが､今回はマチェドやアントンパンな

どで､チャレンジャーでありつづけていることを知らされ､ジプシーでその豊かな個性を印象づけられまし
た｡ますます氏の魅力を増した今回の来日でした．

今回は､特に承諾をいただき志田好隆氏のホームページからの記事も載せました｡地図やその他の情
報提供に付いては先崎麿伸氏のご協力をいただきました｡そして何よりもテオドル氏の講習を受けるチャ
ンスを下さったFusaeCarrollさんと､指導いただいたＬｉａ＆'meodorVasilescu夫妻に感謝申し上
げたいと思います。

以下講習曲ﾘｽﾄ(テープ収録順にしました）
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５.ChiIabauadeIaRose#ｉ‐--------5
６.ＳａｍａｄｉａｄｅＩａＤ酌uIeni‐--------6

７．Gaida---------7
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15.ChiperuldelaNereju＋解説一--------15
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21.Br§uImare‐--------22
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付録ルーマニア地図一--------25
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ＣＨＩＰＥＲＵＬについての解説

以下は､The◎dｏｒ氏による英文の解説を私が訳したものです｡誤訳などありましたらごめ
んなさい。 （情報提供:先崎庚伸氏）

ルーマニアの村々 では｢死｣に関連したいろいろな風習が今でも現実に生きていて実際行
われている｡これらの風習は哀悼の歌であり､もみの木の歌(夜明けの歌)のように｢大いな
る旅立ち｣に関連した儀式であったりする｡葬送の儀式には伝統的な踊りも含まれる。
Ｂａnatでは､ある踊りは死者の思い出にささげられ､まず墓前でそしてその後の何週間か
は別の潟で踊られる。

Ｖ宿ncea(南Ｍ◎Idova)～Zabara川沿いの村～では､人々は亡くなった人を見ると夜中じ

ゆう遊びや踊りを行う｡（J◎curidePriveghiと呼ばれ､その中の一つがChiperuI=｢胡椴」
の意味）

夕方､人々 は集団でその前日に亡くなった人のいる家を訪れその家の庭で火を囲んで踊

る｡踊り手は鎖で縛るか力を入れて手をつなぐ｡彼らは仮面を付け羊飼いの着る毛皮のオー

バーコートで着飾っている｡彼らは死者の魂を捕まえようとするたくさんの悪璽を追い払わな
ければならないと信じているのである｡Chiperulはしばしば羊飼いの笛で伴奏されるかいろ

いろな太鼓のリズムだけで伴奏されたりまたはかなとこ(鉄床)を打つ音に乗せて踊られたり

す る。以上

←

－１６－

ドラキュラの伝説でもお馴染みですが､悪盤のたぐいは胡淑とかにんにくとか唐辛子とか、

辛かったり臭いがきついものがお嫌いのようです｡だから『悪霊退散｣と｢胡槻｣がつながるの

でしょう｡ChiperuIといいますが､これは南Ｍ◎ld◎vaのこのあたりの方言で､標準的なルー

マニア語では､PiperuIというそうです｡Balkan地方に広まるPepperDanceが､同じような

背景を持つのかは不明ですが、日本に紹介されているものとしては

ギリシャのＰｏｓＴｏＴｒｉｖｏｕｎＴｏＰｉｐｅｒｉ(ポストトリブントピペリ）

コソボのBibersko(ビペルスコ）など

ピペル･ビペル･ペッパーといかにも同じ語源だゾというような語が並びます

★とっておきのお知らせコーナー★

志田氏の｢テオドル･ヴァシレスク氏へのインタビュー｣でも取り上げられているルーマニア

の踊りに関する本｢R◎manianTraditi◎nalDancebyAncaGiurChescuwith

SunniBI◎land｣(第２版英語428ページ)を､何冊かお分けできます｡アメリカでは

＄４０で販売されているものです｡4900円です｡早い者勝ち！郵送の場合は送料実費もご
負担下さい。

ご希望の方はDenc(田中)まで

己
づ

｡
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最終更新日:Saturday,19-JuI-9702:13:42ＪＳＴ

テオドル･ヴアシレスク氏へのインタビューｂｙＭｓ・JaneWieman
(1997/5/４ａｔIwai,Japan）

、
‐
．
。
負 このインタビューは､JaneWieman女史の発案でテオドル氏の講習会場(千葉･岩井)にて行わ
れました｡その結果をJaneWieman女史がまとめたもの(英文)を志田が翻訳､編集しました。
(以下､敬称略)(Janeさんの原文はこちら～編集注省略）

＝

(注)地名や､踊りの名称は正確なルーマニア語の綴りになっていません(表記上の問題のた
め)｡又､文中に【Pnnn】等の形でページ数が引用されていますが､こればインタビューの際に
テオドル氏が言及されていた本｢RomanianTraditionaIDancebyAncaGiurchescuwithSunni
BIoIand／ISBNO-912131-160』の該当ページを示しています。

(c)JaneWieman,YOshitakaShida,１９９７

、邸

http://www.twin､orjp/翁yshida/index制.htmlー

詳細最新情報原文は上記のページを参照下さい｡以下転載文です。

TheodorVasilescu(以下､Theodorと表記）は､卜ランシルバニアのCIUj近くの裕福な地主の
家庭に生まれた｡幼い頃は村の暮らしや農民達とは縁のない生活を送っていて､バイオリン
やピアノを習い､彼の母親も自分の楽しみのためにピアノを弾いていた｡しかし､共産党政擢
の確立後に彼の家族の運命は大きく変った｡Theodorは１５，６才の頃から音楽を演奏して金
を稼ぐようになった｡彼は『そんなに真面目でない楽器｣アコーディオンに転向したが､彼にとっ
てその楽器の演奏はたやすい事であった。

最初､彼と彼の楽団はタンゴやﾌｵｯｸｽﾄロット､スイング等の流行のダンス音楽を演奏して
いた｡（1944年から1947年の間､ルーマニアにはアメリカ人が数多くいて､FrankSinatraや
DomthyLaMarなどスターと共にアメリカ映画がとてもはやっていた｡）彼は映画のサウンドト
ラックの楽譜からそういった音楽を学んだ。

やがて彼は民族音楽を演奏すればもっと演奏の契約が取れそうなことに気づいた｡その頃
の彼は演奏の契約をもつと必要としており､というのも彼の家族は困難な時期にあったからで
ある(彼の母親は決して働こうとしなかったし､父は軍での地位を失い､財産を切り売りして暮
らしていた)。彼は民俗や民族音楽について何も知らなかったが､学ぶにつれてとても興味深
いものであることに気づいていった｡彼は多くの契約を得るようになり､知名度も上がっていっ
た｡そして､更には(アコーディオンの演奏はしていたが､彼自身はまだ踊っていなかったが）
民俗舞踊の踊り手達を指導するようになった。

＞

Ｌ

Judetz(GheorghePopescu-Judet)(彼はEug⑧niaPopescu-JudetZの夫／注:ルーマニ
アの踊りの指導者EugeniaPopesou-Judetzは､１９６９年に米国を訪れ､数多くの踊りを講
習した｡その彼女の夫がここに出てくるJudetz氏｡）はTheodorにとって民俗に関する最初
の教師だった｡彼はルーマニアの民俗舞踊の最上の収集家の一人であった｡Judetzは彼よ
りも上手にTheOdorが踊り手に教えているのに気づいて､Theodorに皆の前で踊り鶴もつと

一Ｚ６－



１９５１年に彼は中等学校(secondaryschooI)を卒業､化学を学ぶために工科大学に進学し
た｡既に1944年に彼と家族はCIUjからBuchurestに引っ越しており､彼はBuchurestで
学んでいた｡彼は踊りも続け､幸運なことに､「資料のない踊りを踊るな｣という｢規則｣を持つ、
若者達によるアン･ナンブルに加わることになった。

この｢規則｣が意味するのは､アンサンブルのメンバーは村に行って調査を行い､踊りを学び、
それらを全て害き記していく(当時はビデオのない時代！）ことが求められるということである。

やがて彼は(論文と同等の)口頭試験を通って､BuchUrestに働き口を得る資格を得た｡それ
からの彼は午前中働き(1)､午後は踊りに充てるという生活を送る。

１９６４年､彼は仕事と踊りのどちらかの選択を迫られた｡既にコレオグラファとして有名にな
っており、１９５９年に彼の学校のバレーの女性教師が引退した後にはその地位と責任を引き
継いでいた｡唯一の問題は彼が(特別の研究論文､或いは卒業証需といった)彼の能力を認
定する証明書を持っていなかったことである｡彼は音楽専門学校に入学せざるをえなかったが、
そこで彼は後にソ連や中国での研究のための奨学金を受けとることになった｡彼は民俗の世
界にのめり込むようになるうちに､社会主蕊国での｢民俗の世界｣は本物ではなく｢社会主義者
のダンス産業｣だ､との思いが募っていった｡社会主義体制は民俗や伝統に興味を持っていな
い｡例えば､ソ連のモイセーエフがおこなっているのは民俗的ではない､と彼は認識した。

１９６４年に化学関係の仕事を辞めて､彼はFblk1oreInstitUteに職を得た｡そこで彼は出版
の仕事を始め､そのうちに民俗舞踊を記録するための配法の必要性を感じるようになった｡も
ちろんLabａｎ記法は知っていたが､民俗舞踊の研究に用いるには複雑で大変すぎると感じ
ていた｡彼は多くの既存の記法体系を元に､自分の科学的な考え方を取り入れた記法体系
(口マノテーション)を完成した｡現在､この配法を用いた56冊以上の本にルーマニア民俗舞
踊の全ての収集成果が記されている｡【P278】

彼は新しい世代の人々 に教える時にはこう言っている｡｢踊りは(その起源や内容などの)科
学的な知識に他ならない」

１９７６年､国立アンサンブルRapsodiaRomaniaのチーフ･コレオグラフアに就任し､１９８５
年にアンサンブルを離れる(『せいせいした｣)までその地位にいた｡彼は新しい学校の－部門
でもコレオグラファ達に民俗舞踊及びルーマニア独自の踊りを教えてきた｡生徒達は民族的な
振り付けを研究している訳ではないが､その方面の知織も必要としている｡又､１９４７年に最
初に加わったアンサンブルでもずっと踊り続けており､彼はそこで妻のＬｉａと出会った｡最終
的には時間が取れなくなったためにそのアンサンブルを1994年に離れている。

序

Ｂ

９

沙

し
〃 今回でTheodorは三度目の来日を果たした｡彼は欧州や北米など各地でルーマニアの踊
りを教えている。

彼はルーマニアでは踊りを教えていない｡｢私は舞台用の民俗舞踊のプログラムを組むが、
それは本当のコレオグラフではない｡ルーマニアの農民達こそが最高の踊り手であり､彼等に

－２７－

教えるようにと勧めた｡そして2年後､Theodorが踊り手として初めて民族舞踊団に加わった時
には､民俗に関する知識は既に他の団員達を上回っていた。

彼の学校のバレーの女性教師も彼の知織と技量を翌めて､彼を皆の前で踊らせ､彼を彼女
のアシスタントにした。
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１９９０年以来､旅行は容易になり､ドイツや香港､米国その他各地を訪問している。

「最初にオランダに行った時には､そこの人々 は今まで会った中で最高のアマチュアダンサ
ー達だった｡しかし今では(かなり後から踊りはじめた)ドイツが最高である｡米国の踊り手は
技術的にとても良く分かっていて､BraulMareも１０分で学ぶが､比較的高齢なために激しい
練習はきついように見える｡」

「日本人はとても(良い意味で)技術的だが､踊りの雰囲気はかなり違う｡日本人は技術的に
目を引くような踊りを好む｡HoradupaAntonPannは､余り好まれていないようだ｡速くて挑戦
的なものを好んでいる｡しかしながら､欧州ではどこでもGaidaが好まれている｡彼等は
Gaidaの後に｢死んじゃったり｣はしない｡」

「しかし､日本ではGaidaは無反応に流されたようだ｡これは文化が違うのだ｡だからここで
はその違いに幾分か合わせてやっていかなければならない｡今回､私は踊りのプログラムを
十分適応させることはできなかったが､二度目の来日の時より､更には最初の時よりは良くは
なっている。しかし.．．．』

｢HoradeMinaの様な踊りが受け入れられているようであるが､本当に好きなのかどうかは分
からない｡」

「ジプシーの踊りについては､彼等は頑張っているが､理解できたかどうかはわからない｡」

１．AIuneIulについて

の貿階邑⑥fH｡ｒグ、、

教えることは罪悪である一教師に教えるようなものだ｡Ｎ◎！私は村人達が国際的な催しや競
技会に出演するための手助けはするが､その際にはその踊りがまさに本当のものである(こと
を保つ)ようにしている｡彼等が自分達の踊りを芸術的に踊れるように(私は努力)している。
故に､私は他の国々 でルーマニアの踊りを教えている｡」

踊り手かつ研究者の､あるオランダ人(この人は既に1950年代から60年代初期にかけて
ギリシヤやユーゴスラビア､イスラエルを訪れている)が1964年にルーマニアを訪問した際に、
Theodorは彼と出会い､それがきっかけでオランダのアムステルダムではじめて外国で教え
ることになった｡彼と出会って共に仕事をして以来､Theodorは毎冬(１２月－１月)オランダで
識習をしている。

社会主蕊体制下ではルーマニアの国外に出ることは容易ではなかった｡彼の初来日は１９８
６年の３月だったが､それが可能になったのはBuchurest(ルーマニア政府)と公的な交流が
あった日本フォークダンス連盟の仲介のおかげである｡その同年､アメリカのBoraOzkokの
キャンプにも講師として招待を受けたが､国民の公式上の義務として､ルーマニアを離れるこ
とは許されなかった。
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(Ａ）その名前は？
●

AncaとSunniの本を参照のこと【P､232fﾔ1.13】｡"AIunelul″は｢小さなハシバミの実｣の意
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味の言葉であるが､A-Iu-Neluから成る言葉とも解釈できる｡ＮｅＩｕはJohnという名前の指小
辞で､"AIuneIul″は｢ジョンちゃんの踊り｣ぐらいの意味かもしれない｡ＴｈｅＯｄＯｒは後者の解釈
を好んでいて､木や花の名前を踊りにつけることはまれ("FIoricica"は例外で｢小さな花｣とい
う意味)だが､その踊りに関係する人の名前(その踊りをﾘードする人､又は最も上手に踊る
人)をつけることはかなりよくあることだからである。

（Ｂ）手の動きについて

地域や村によって､手の位置はV､Ｗ,フロントバスケット､バックバスケットと様々である。
OIteniaの全ての村と、Munteniaの半分ぐらいの村にはAIuneIuIという名前の踊りがある。
この踊りを舞台上で演じる時には手の動きはついていない｡手の動きは､ＨｏｒａやRustemuI
タイプの踊りに見られ､ステップの｢長い｣動作と｢短い｣動作の変り目で出てくる傾向がある。
一般には､AluneIuIにそのような動作はない｡Theodorが言うには､長短のステップが手の動
きを促している｡AIuneIuIは様々 な手の位置で踊られるが､手の動きはない。

2.AmmarFMacedonia(実験的賊み）【P､174,176】

元々 ＤＯｂｒｏｇｅａのChernaの村で女性達が伴奏無しで自ら歌いながら踊っていた踊りであ
る。

ｊザ

aroman''という語垂は｢ローマから｣を意味し､"VIach"と同様に｢ローマ人｣を意味する訳
ではない｡ローマ帝国の崩壊後､バルカン半島の各地に"aroman"或いは幾つかのVlach
と呼ばれる人たちが存在してきた｡１９２０年代(ギリシヤ一トルコ間の人民の交換と同時期)に
Aroman達はルーマニアから生活の地の提供を受けてルーマニア国民になるに至った。

″vlach"という単語はゲルマン語派に由来しており､"weIsh"(CeItic）が古いゴート語(WaIhi）
に由来していることと同じことかもしれない｡Theodorはこの語源の話を著名なギリシヤ研究
家のTedPetridesから教わった。

およそ50万から80万人のVlach人が､アルバニアや南ユーゴスラビア(Ohrid)､ギリシヤ
(Larissa､Pindos山地)、ブルガリアに住んでいる｡ルーマニアでは､（おそらくブルガリアをも
含めた)マケドニア出身の者をmachedoと呼び､ブルガリア出身者をmegIeno,ギリシヤから
の者達をhisroと呼んでいる。

TheOdorはChernaにおいて１５／１６拍子の音楽で踊り歌っている少女達を見た｡しかし
その時の録音の出来が余り良くなかったため､その曲で踊りを教えるのには適当でなかった。
その後､１９９６年にカナダでRiverDanceというアイリツシユ･ジグ音楽を演奏するグループを
見たのだが､彼等は１５／１６拍子の″MacedonianMorninごという曲を演奏していた｡彼は
(何ら伝統的でも信悪性も無いのを承知の上で)この音楽を取り上げ､その曲に例の踊りを振
り付けた｡但し､元々 Chernaの少女達の踊っていたものはとても単純なひとつのステップで
あったので､TheodOrが幾つかのステップを付け加えた｡厳密には民俗学的に正しくないので、
かれは｢実験的試み｣と呼んでいる。

３．Ｈ◎ｒａＤｕｐａメM1tOnPann

AntonPannは１９世紀のルーマニア人の作家かつ演奏家で､まだ村と同様に町にも民俗伝

－２９－



この踊りは文書を元に再構成したものであるが､その文書自体は厳密なものではない。

Ａｒ戒ｏｎＰａｎｎは教会音楽の専門家であり､その音楽を書き記したり､聖職者に教えたり､更
には数多くの歌､特に愛や自然､儀式にまつわることを主題にした歌を集めたりしていた。

有名な歌手MariaTanasiは､１８５０年にまとめられたＡｎｔｏｎＰａｎｎのコレクションから引
用してレコードEIectonrecord252を1960年代に作成した｡Theod◎ｒはその資料の中の文
献をあたっている時に､そこに踊りに関する記述を見つけた｡その記述は素晴らしいものであ
ったが､今日の我々が記している様な厳密なものではなかった｡「3つステップして､２つステッ
プして.．．．」という具合である｡彼は何度もそれを読み､繰り返し音楽を聴くうちに､やがてそ
のメロディからおおよそ1ｏを基本とした構造を持つことを聞き取った。
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１０×８＋２×８＋４(１６＋４＝２０)と､もう一度

彼が得た印象はとても単純な動きで､前に進み､下がり､横へ横へと動く｡一つのステップは
幾らか明確だ(が､何もはっきりしてはいない)。

統が生きていた時代に民俗に関することを収集していた人である｡（｢町の踊り｣は､民俗伝統
の一流派を形成している｡）

4.TransiIvania以外でも踊りは伝統の中で生きているか？【P､74-82】

はい｡それは状況による｡TransiIvaniaは(OIteniaやMuntenia等の)南ルーマニア以上に踊り
の伝統が生きている訳ではない｡事実､TransiIvaniaの幾つかの地域では踊りは失われてしま
っている｡この20年で人々 は村から町へと移動し､儀式的(農耕的或いは群集的)生活様式
から工業に従事する生活へと移り､村は空っぽになったままである｡もし､踊りがあるとしたら
それは町で踊られる。

しかし､山岳地帯には共産主義者も近づくことができず､共同農場や工場も興らなかった。
南部の山々 にある村々 では､人々 は今だにあまり村の外へ出ず､近親結婚による肉体的精
神的な問題も抱えている｡Dobrogeaは民俗的に今なおとても興味深く､北のMaramuresも
そうである｡南部(０１t,Do1j)の都会とClUj,Arad､MuresのようなTransiIvania地方の町で
は大規模な工業が村の生活を破壊してしまった一それでも､少しばかり町を離れる(20Kｍ
程)と､そこは全く違う世界である。

Theodorは１９９６年にBistritaを再訪した｡そこではかつて農民の"pater偽milias"から
その地のレパートリーの多くを集めたのだが､今や彼の二人の娘も物理学者に成長し､彼自
身も立派な農場を持ち､踊りはもう踊っていなかった｡TheOdorは伝統的な婚礼衣装が見るこ
とのできるところを彼に尋ねたが､そこで見たものは全てキッチュ(派手だが安っぽいもの)だ
った｡その土地の者にしてみれば､このキッチュも立派なフオークロアなのであるが､それは過
去の｢本物｣がどんなものかを彼らが知らないからだ。

ともかく､踊りは今も以下のような機会に村で踊られている。【P､15,164-169】

＊生活の節目(洗礼､婚礼､葬儀）

＊仕事の節目(農業にまつわる行事や､羊飼いが高地に羊を連れて放牧に行く前や、

そこから戻ってきた時）
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＊宗教上のある年(幾つかの古いキリスト教に関わること）

生きた伝統は､遠くの村の幾つかや､多少形を変えて町でも今なお残っている｡しかし､これ
も最後の世代で､既に20歳代から30歳代になっていて､子供達は今やその伝統を保とうとは
していない｡(Janeの注:Theodorは詳しい理由を語らなかったが､恐らく､生活様式の変化
や娯楽の形態の変化､音楽や踊りに対する曙好の変化のためだろう｡）多分､舞踊団はもうし
ばらく続くだろう。

５.イントロのない曲が多いのは何故？

Theodorはスタジオ録音の曲をよく用いているが､そこでは演奏家達は指示と共にすぐに演
奏を始める(その結果､イントロがない)。FoIkIorelnstituteの野外録音の曲も使えるが､音質
が均一でなく､十分によいものでもない。

６.ChiperUI本当に鎖でつながって､仮面をつけて踊るのか？【P24,247】

そうだ｡音楽は金槌と金床で､踊り手をつなぐ鎖は金属製だ｡彼等は木製の仮面と重い外套、
毛皮の帽子を身につけ､腰に巻いた重い鎖で次の踊り手とつながる｡このスタイルはとても古
くからのもので､同じような慣習がイタリアにも見られる。

″chiperuI"とは｢胡淑｣を意味する方言である。

ＡｎｃａとSunniの本も参照のこと。

７.踊りの時の掛け声と叫び声について【P,155-160】

男性も女性も踊りの最中に大声を上げるが､厳密には地域とその機会による｡strigature
(注:strigatureはルーマニアの民俗に関する専門用語で､叫んだり歌ったりする詩句（haiIa
hore,,etc.)を指しておりルーマニアの地域によっては一般的なものである｡リズムや意味､時
には韻を踏む等の点で､(Opsasa)(iiiuiu）といった単なる叫びや数字を数えること（una
doua,trei…）とは異なる｡）には2種類あって､指示するもの(Braulやその他の掛け声で踊
る踊り､特に卜ランシルバニアのもの)と､こっけいな郷撤するものがある。

女性は特に活発に声を出し､特にMoIdaviaやTransilvaniaではそうである｡カップルダン
スでの掛け声は(例えばInvirt比adinLunaTurdaの様に)しばしば男女間の対話のようにな
っている｡ルーマニア人でない者には､その発音が度々 問題となる｡会話のようなやりとりは
前もって決めておいたり覚えておいたりするものでないように､自然にするものである。

Ｂａnatではstrigatureはないが､"oo1oo1″とか″hey1hop1"、"sha1sha1″と叫び声を上
げる。

BwTrr-lU1といった叫び声は､OIteniaやModaviaのものでBasarabiaではそうはしない。

村の踊りと舞台の踊りでの最大の違いは､叫び声とstrigatureである｡村の踊りでは決めら
れたものでなく踊りの動きや他人の言葉に反応して出るもので､舞台での踊りのように頻繁に
出るものではない｡舞台の踊りではもっと度々 叫んでいるが､自然に出しているものではなく
決められているものである。
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